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HSコード管理機能 をご活用ください！
FTAで「かんたん」と「高品質」を両方叶えたいなら・・・

FTAの利用において、HSコードは欠かせませんね。HSコードを分類する際は、

「製品情報」と 「法令根拠」を紐づけて判断しましょう。

分類したHSコードは、JAFTASへ登録し、社内で一元管理をしませんか？

✓根拠に基づき分類したHSコードをマスタで管理

✓業務の都度、HSコードを分類する手間を削減

✓担当者によるHS分類精度のばらつきも回避

HS管理機能を参照

各担当者がマスタを参照することで、
HS分類、FTA証明の品質を一定に

「製品情報」と「法令根拠」を参照・管理できるJAFTASのHSコード管理機能

利用手順

HSコードの確認 P2へ

HS管理機能へ登録 P3へ

準備

登録

活用

・輸出品/構成品
・品番HSコード

各メニューでマスタ情報を引用 P4へ

HS LABやこれまでの調査履歴を活用し、
自社で扱う製品のHSコードを確認しましょう

2つのマスタへ登録すると、製品情報と
HSコード、法令根拠の紐づけが可能！

・FTA対象品(E/P)登録時に活用
・調査(D)の構成品登録時に活用

製品情報を登録するマスタ

輸出品/構成品マスタ

製品に関する情報を登録し、管理
HS特定の必要情報を具体的に入力できる

HSコードって実際のところ
よく分かっていない

品目表を見たことはあるけど

探し方が分からない

前任者はどうして
このHSコードと判断したのだろう？

HSコード特定のお困りごと

JAFTASのHS管理機能を活用すると・・・

輸出品/構成品に紐づけ、HSコード・法令情報を登録するマスタ

品番HSコードマスタ

法令根拠※を確認し、HSコードを登録
HS特定の根拠を確かめ、登録し、引用できる

※ 法令根拠＝利用する協定年版のHS品目表の規定、
部や類の注、関税率表解説等

HSコードを特定する
ウェブサイト（HS LAB）と
併せぜひご活用ください！

HSコードの特定に

どんな情報が必要？
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【準備】 HSコードの確認

URL：https://jaftas.jp/hslab/ （TKTCのHPへ遷移します）

Quick Search

Word Search

Tariff Search

業界別にHSコードの特定をガイドするページを設けています。
対応業界：自動車/自動車部品、鉄鋼、繊維、紙パルプ・印刷産業機械

用語からHSコードを検索できます。
対応用語：自動車業界用語、紙パルプ業界用語、印刷産業機械業界用語

 号の規定

HSコードでの検索、品目表一覧や注・解説の参照が閲覧ができます。

方法1 HS LABで調べる

LAB No.1 HSコードの検索

方法2 JAFTAS HSコード履歴を活用する

A：調査対象品（完成品）のHSコード B：構成品のHSコード

過去にJAFTASで調査をした調査対象品と、その構成品のHSコードが、
（D）のHSコード履歴に自動蓄積されています。

A B

過去に実施した調査対象品の情報 調査対象品の構成品情報

履歴を振り返り、同じ製品でも異なるHSコードに分類している等、分類の揺らぎがないかを確認しましょう。
社内で一元管理するマスタ情報としてHSコードが精査出来たら、HSコード管理機能への登録準備をしましょう。

HSコード履歴一覧のデータは、ダウンロードし、Excel等の表計算ソフト等で編集が可能です。
適宜ダウンロードの上、HSコード管理機能である、入力補助マスタ「輸出品/構成品」および「品番HSコード」
のインポート形式へご編集ください。

１）HSコード履歴一覧で過去に使用したHSコードを確認

２）過去に使用したHSコードの見直し、精査

X6）輸出品/構成品 インポート

X7）品番 HS コード インポート

編集!!

操作マニュアル 別添資料１）
インポートデータの仕様について

https://jaftas.jp/hslab/
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_attached01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_attached01.pdf
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【登録】 HS管理機能へ登録
製品情報 ▶▶（入力補助マスタ）輸出品・構成品へ登録

HSコード・法令根拠 ▶▶（入力補助マスタ）品番HSコードへ登録

製品情報に「HSコード」「法令根拠」を紐づけ

新規作成1) 輸出品/構成品一覧を開き、
 新規作成ボタンをクリック

２) 輸出品/構成品編集画面で
 必要項目を入力

▶品番、品名（日・英どちらか）が必須です。

▶HSコード分類のキーとなる製品情報も
 適宜ご入力ください。

機能/性能

用途

形状/構造

材質/成分割合

製造方法

3) 登録ボタンをクリックし、詳細画面
 にて登録内容を確認 登録

「輸出品/構成品」の事前登録必須！

1) 輸出品/構成品+HSコード一覧
で該当品番の✐マークをクリック

２）品番HSコード情報編集画面にて
  HSコードを登録

▶HS年版、HSコードが必須項目です。

▶属性1~3、社内メモ欄に、入力したHS
コードに関するメモを任意で登録できます。

▶左下の追加ボタンをクリックし、該当品番に
 対するHSコードを複数登録可能です。

▶入力したHS年版、HSコードに応じて、
HS分類情報（法令根拠）が
自動で紐づきます。

3) 更新ボタンをクリックし、詳細画面
 にて登録内容を確認

・部、類の注
・関税率表解説

更新

インポート

操作マニュアル
共通 II）システム設定

共通Ⅱ-3）入力マスタについて
共通Ⅱ-3-1
＜品番HSコードマスタ>

操作マニュアル
共通 II）システム設定

共通Ⅱ-3）入力マスタについて
共通Ⅱ-3-1
＜輸出品/構成品マスタ>

での登録も可能です。
上記マニュアルのP24を
ご参照ください。

インポート

での登録も可能です。
上記マニュアルのP29を
ご参照ください。

製品情報
5つのポイント
を登録!

HS分類情報

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common02.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common02.pdf
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【活用】 各メニューでマスタ情報を引用

FTA対象品（輸出品）(E) / FTA対象品（構成品）(P)の調査対象品登録に活用

原産資格調査(D)の構成品登録に活用

1）FTA対象品（輸出品）（E)、
またはFTA対象品（構成品）（P）の+登録をクリック

2）登録画面で協定を選択  ①品番、品名等を入力後

②登録したい輸出品/構成品にチェックし

5) 詳細画面にて登録内容を確認

OK

1）原産資格調査（D)の一覧から詳細画面（🔎）へ進み
   （２）構成品の入力と原産資格判定にてA、Bいずれかをクリック

インポート

操作マニュアル
E&P）FTA対象品(輸
出品・構成品)の機能

E/P3-1）調査対象品を登録
する (1 件ずつ)

での登録の場合
マスターから直接反映させる
機能はございません

3）下記ボタンが活性化するのでクリック

輸出品+HS検索

構成品+HS検索

＜FTA対象品(輸出品)(E)＞

＜FTA対象品(構成品)(P)＞

4）検索画面に遷移後、登録したい
 輸出品/構成品にチェックをし
「OK」をクリック

検索

▶検索画面には、
 利用協定と一致するHS年版、
もしくはHSコードの登録が無い
輸出品/構成品が表示されます

▶転記されるのは下記です
（事前登録がある項目に限ります）
・品番 ・補助品番
・品名（英） ・品名（日）
・HSコード

＜FTA対象品(輸出品)(E)＞

＜FTA対象品(構成品)(P)＞

構成品追加

構成品一括追加

①品番、品名等を入力後

②登録したい構成品にチェックし OK

検索

インポート

操作マニュアル
D）原産資格調査の

機能

D3-2-1）構成品を登録する
(1 件ずつ)
D3-2-2）構成品をまとめて登
録する(一括追加)

での登録の場合
マスターから直接反映させる
機能はございません

4) 詳細画面にて登録内容を確認

3）検索画面に遷移後、
登録したい構成品にチェックをし
「OK」をクリック

▶検索画面には、
 利用協定と一致するHS年版、
もしくはHSコードの登録が無い
輸出品/構成品が表示されます

A：

B：

2）それぞれの画面で
 をクリック

構成品+HS検索

5）全ての構成品について同様の手順をを繰り返し、最後に「登録」をクリックし、構成品を登録

FTA用BOM
から作成

▶転記されるのは下記です
（事前登録がある項目に限ります）
・品番 ・補助品番
・品名（英） ・品名（日）
・HSコード

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_e_and_p.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_determine.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_determine.pdf
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